
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

但馬屋食品株式会社については、ＮＥＷＦＡＣＥ２５号でも特集記事を掲載した。今回

は、その続編という形になる。もっとも、数か月前のことなので、皆さんの記憶も薄れて

いることだろう。そこで、若干重複することになるが、簡単な経過をおさらいしておきた

い。 

 

●但馬屋食品という会社 

豆腐や厚揚げ等を生産している会社で、スーパーやコンビニなどにも商品を卸している。

創業は 1957 年で、資本金は 4840 万円、従業員 300 名で、伊丹、池尻、八鹿、朝来、昆陽

に工場を持っている。 

 製造に携わっている労働者の労働条件は劣悪である。繁忙期には毎月の労働時間が 300

時間を超えることもざらである。賃金は安く、10 年以上勤続している人でも 20 万円程度。

皆長時間残業をやることで、何とか収入を確保し、生活を維持している状態である。 

 

●組合分会結成 

 この但馬屋食品㈱に、今 9 名の組合員がいる。その内の多くが工場長や副工場長、工場

長代理であったり、以前役職に就いていたが自ら降格を申し出て平社員になった人たちで

ある。60 歳手前の人や 50 歳過ぎの人もいるが、30 代、40 代が中心である。最初一人か

ら始まったが、次々と組合に加入する人が出てきて、昨年 8 月 4 日には会社に対して管理

職ユニオン・関西但馬屋食品分会の結成を通知した。 

 

●これまでの主な要求事項 

・未払い残業代の支払い 

 組合員らの共通する要求は、未払い残業代の支払いである。昨年秋から冬にかけては、

繁忙期に人手不足が重なり、1 ヵ月の労働時間が 300 時間～400 時間にも及んでいた。し

かし、会社からの有形無形の圧力があるため、皆タイムカードを早めに押してサービス残

業をする等していた。皆「働いた分は支払ってほしい」と組合加入を決意したのである。 

・基本給のアップと無理な残業の削減 

 繁忙期とは言え、1 ヵ月 300 時間~400 時間の労働というのは尋常でない。こんな働き方

を続ければ、身体を壊すに決まっている。だから、残業は適正な範囲にまで削減すべきで

ある。しかし、残業を減らせば、賃金も減って、生活できなくなってしまう。だから、基

本給をアップしながら、それに応じて残業を減らしていくしかない。 

 

●現在までの経緯 

～特集～ 

但馬屋食品争議～いよいよ正念場 



 

 会社はこれまで弁護士をコロコロ交替させ、現在で 3 人目である。会社は弁護士を代え

る度に団交での約束を反故にしており、交渉は全く進展していない。 

最初の弁護士は阪口祐康。この弁護士は、最初から喧嘩腰。組合員らは皆八鹿や朝来で

働いているにも関わらず、大阪市や伊丹市でしか団交を受けないとの対応。そのため、約

2 か月にわたって団交すら開けなかった。しかし、昨年 8 月中旬に、会社は突然阪口を解

任した。理由は定かでないが、ストライキの噂が流れたため、会社が衝突を避けるために

解任したのだと推測している。 

 二人目が山田長正という弁護士。この弁護士は阪口とは一転して低姿勢。組合ときちん

と合意を形成していこうという姿勢だった。そこで、昨年９月１日にようやく和田山公民

館にて第 1 回目の団交開催にこぎつけることができた。団交には社長も参加した。この時

は主に未払い残業代の支払いについて協議を行った。この団交を踏まえ、会社は 9 月 30

日に残業代について、いったん請求額の 3～5 割支払うと回答してきた。ところが、舌の根

も乾かぬうちに、この回答を撤回したのである。その後、1 月 18 日に第 2 回目の団交を開

催した。ところが、この時は社長がドタキャンで逃亡。会社側は山田弁護士と、何の権限

もない下端社員だけが出席。この団交では、組合は残業代について請求額の 7 割を支払う

ことを要求した。しかし、会社側はとりあえず組合の意見を聞いて、社長に伝えるという

だけ。まともな交渉にはならなかった。そして、この直後に山田弁護士から辞任するとの

通知が届いたのである。実際は組合と融和的なので解任されたのだと推測している。会社

は弁護士の辞任を理由に、第 1 回目の団交での約束も、第 2 回目の団交での約束も全て反

故にした。 

 三人目の弁護士は、伊藤敬洋という弁護士。東京の弁護士である。なぜわざわざ東京の

弁護士を引っ張り出してきたのかは不明だが、これまで二人も弁護士を辞めさせているの

で、大阪近辺では引き受け手がいなかったのかもしれない。この弁護士も、阪口同様団交

は大阪市か伊丹市以外では応じないという姿勢に終始している。そのため、10 月に団交を

開催して以降、未だに団交開催すらできていない。組合との合意形成を重視した山田弁護

士が辞任（事実上の解任か）した経緯からして、仮に団交をやったとしても、会社が組合

ときちっと向き合い、誠実に対応するとは到底考えられない。交渉での進展は全く期待で

きない状態になっている。 

 

●不当労働行為の連発と労働委員会への救済申立て 

 会社は当初から不当労働行為を立て続けに行ってきた。 

①組合員に私立探偵を付けて身辺調査させる。 

②工場の休憩スペースや組合員の机の前に監視カメラを設置する。 

③組合員や非組合員を呼び出し、組合や組合員に対する誹謗中傷を繰り返す。 

④組合員が集中している八鹿工場の生産をとことん縮小し、残業をゼロにして、組合員ら

を日干しにする。 

 まさに、不当労働行為のオンパレードである。この内、①と③についてはすでに不当労

働行為の救済申立てを行い、今年 1 月 10 日に審査計画策定まで進んでいる。②の監視カ

メラについては、第 1 回目の団交で抗議して撤去させた。④については、これから不当労

働行為救済申立てを行う予定である。 



 

 

●抗議行動の展開 

 会社が組合とまともに話し合うことを拒否し続けているばかりか、不当労働行為を連発

していることから、組合は 11 月 22 日から 24 日の 3 日間、北大阪合同労組の宣伝カーを

借りて、但馬屋食品本社に対する抗議行動を行うと同時に、取引先への要請等を行った。

これに対して、会社側は警備員を多数配置し、本社前ゲートを封鎖するという対応に出て

きた。また、12 月 5 日には、本社に出向き直接団交申入れを行ったが、社長も会長も逃げ

てしまったため、そのまま抗議行動に入った。今後も抗議行動や要請行動は継続していく

つもりである。 

 

●裁判準備 

 現在、交渉での解決が期待できないことから、未払い残業代については裁判の準備を進

めている。近々提訴の予定である。未払い賃金の総額は数千万円に上ると思われる。 

 

●社内組合結成の動き 

 八鹿工場では生産が極端に減らされている。社員は毎日出勤してもほとんど仕事がなく、

工場の清掃などをして時間を潰しているような状態だ。残業が全くないことから、毎月の

手取り収入は 10 万円から 15 万円も減少している。それに加え、冬のボーナスも大幅にカ

ットされ、昨年比で 7 割程度。会社は組合員を日干しにするつもりなのだろうが、被害を

受けているのは組合員だけではない。非組合員も生活を破壊されている状況だ。八鹿工場

では不満が渦巻いている。こうした中、八鹿工場の全従業員を巻き込んで、社内組合結成

の動きも出てきていると聞いている。 

 

●現状の評価と今後について 

 組合員は日干しにされつつ、よく耐えている。ただ、生活が厳しいのも事実である。し

かし、会社の姿勢が劇的に変わらない限り早期解決は難しい。持久戦を覚悟しなければな

らない。そのために、組合としてもできるだけ支援をしていきたい。一方、会社も楽では

あるまい。組合員を日干しにするためとはいえ、事実上仕事をさせていない何十人という

社員に、賃金を支払い続けなければならない。八鹿工場だけ取り出せば、大赤字を垂れ流

し続けている状態だ。大企業ならともかく、但馬屋食品のような中小企業にとってはかな

りの負担だと思われる。いつまでも続けられるものではない。争いはしんどいものだ。自

分たちも苦しいが、相手も苦しい。ここが正念場だと思って、何とか支えて行きたい。 

この状態が長期に続くということは考えにくい。一方会社が耐え切れなくなって折れて

くると予想するのも楽観的すぎるだろう。一番可能性が高いのは、会社が八鹿工場の閉鎖

に踏み切るということだ。そして、整理解雇等を理由に組合員らを解雇してくる可能性だ。

3 月の年度末にむけて、そうした動きが表面化してくる可能性もある。その時には、新た

な段階での闘いが必要になって来るだろう。 

 

 

 



 

 

ＫＵ 株式会社ゲオ 関目高殿店長を相手に不当労働行為申立！ 注目を！ 

「株式会社ゲオ関目高殿店店長Ｋは、関西ユニオン組合員 Ｉ 
と結んだ雇用契約書について、次回の雇用契約を更新しないと
した決定を撤回しなければならない。」とする、雇い止め攻撃を
許さない請求をする！ 
 

 組合員Ｉさんは、ゲオ関目高殿店でアルバイトとして働いています。採用時は、雇用契
約で勤務時間は、週３９時間でした。2012 年 7 月からシフト勤務日が削減され週 3 日、1

日 6 時間とされました。10 月には､さらに削減され週 2 日､1 日 4 時間となりました。生活
のため、別会社でアルバイトをせざるを得なくなりましたし、店長もダブルワークは認め

ていました。 

ゲオの扱いに納得いかず、2012 年 8 月に組合加入しました。2013 年 1 月に団体交渉を
申入れました。しかし、団体交渉は親会社であるゲオホールディングスが受けるとしたも
のの、“愛知県の本社でないと開かない、なぜ組合事務所で開かないといけないか､法的根
拠を示せ”などとし団体交渉を拒否してきました 

組合は、2013 年 2 月 19 日、大阪府労働委員会に団交拒否事件（労組法第７条第２項）
として不当労働行為申立をしました。2014 年 1 月 27 日に「大阪で団交を開け」とする勝
利命令を勝ち取ったが、同年 2 月 4 日、会社が中央労働委員会へ再審査申立をしました。
2015 年 1 月 28 日、中労委も組合の勝利命令を勝ち取るが、会社が中労委命令取消の訴訟
を東京地裁に起こし、2016 年 4 月 25 日、東京地裁棄却判決がでました。同年５月６日、
会社が東京高裁へ控訴しましたが、１０月１３日、控訴棄却判決がでました。会社は、全

敗にも懲りず１０月２６日上告しました。 

Ｉさんは、現在もゲオ関目高殿店でアルバイトを辞めずに働いています。会社は、最後
の最高裁も負けが時間の問題なので、雇い止め通告をしてきたのである。 

 今回の特徴は、店舗店長に団体交渉を申し入れたことである。その根拠は、店舗アルバ

イトの採用、配置は店長に決裁権限があることが明記されているからです。これまでの不

当労働行為事件、会社が起こした行政訴訟の書証にゲオグループの職務権限規定と、店長

権限を示した職務権限基準表にそのことが明記されているからである。以下、申立書から

抜粋です。大阪府労委での第１回調査は、２月３日に行われます。 

 

３ 不当労働行為を構成する具体的事実 

３－２本件不当労働行為に至る経緯（背景） 

１）組合員Ｉ氏は、２００９年１２月初頭頃、ゲオ関目高殿店に採用され、就労をはじ

めた。 

２）Ｉ氏は、２０１２年８月２２日に組合に加入した（甲１）。 

３）Ｉ氏は、２００９年１２月から毎年雇用契約書を結び、２０１１年１２ 月１日～２

０１２年１２月１日までの雇用契約書も、勤務時間は週３９ 時間となっていた。しか

し２０１２年 7 月から、勤務シフトが削減されたため㈱ゲオに団体交渉を申し入れた。 

  この申し入れへの対応が、㈱ゲオではなく、株式会社ゲオホールディングス（以下、

ゲオＨＤという）が使用者対応をするとしてきた。しかしゲオＨＤは、開催場所など

をめぐって団体交渉を拒否した。 



 

   組合は、団体交渉拒否事件として大阪府労働委員会に不当労働行為申し立てをした。

大阪府労働委員会で組合請求通りの命令が出た。その後、ゲオＨＤは中央労働委員会

へ再審査申し立て、行政訴訟として東京地方裁判所、東京高等裁判所で棄却判決を受

けた。 

   ゲオＨＤは、２０１６年１０月２６日上告することによって、団体交渉開催を「裁

判の判決が確定するまでは回答を留保させていただきます」と、実に３年５ヶ月が経

過しているにもかかわらず、いまだ団体交渉を開催していない。 

３）２０１６年９月２４日、Ｉ氏は店長に、次回の雇用契約を更新しないとした雇用契

約書を結ばされた（甲２）。 

４）同年１２月１０日、組合は店長に対して団体交渉を申し入れた（甲３）。 

５）同年同月１６日、ゲオＨＤの代表取締役遠藤結蔵氏から、団体交渉に応じない旨の

回答が届いた（甲４）。 

６）同年同月２３日、Ｉ氏は店長に対して、雇用契約書（甲２）の内容に納得していな

い旨を、通知書（甲５）を通じて意思表示した。 

 

３－３ 本件不当労働行為にかかる具体的事実 

  店長に団体交渉を申し入れた理由は、ゲオグループの職務権限規定（甲６）による店

長権限を確認したからである。職務権限基準表（甲７）によれば、店舗アルバイトの採

用、配置は店長に決裁権限があることが明記されている。 

  店長は、９月２４日、Ｉ氏に対して口頭で、次回の雇用契約書を更新しない理由とし

て「勤続年数に対して技術が劣っているから」とした。 

  しかし、Ｉ氏はこのような指摘を受けたのは、今回の雇用契約書（甲２）時が初めて

であり、過去、技術の向上を促す指導も注意も一度も受けたことがない。就労開始日か

ら雇用契約を何度も更新していることからも、引き続き雇用契約も更新されるものと期

待するのは当然である。さらに、Ｉ氏を含むアルバイト者の時間給は、最低賃金であり、

勤続年数に関係ない。このことからも、店長が再雇用しないとの通知は、Ｉ氏が組合員

であるが故の判断である。 

さらに、Ｉ氏はＨＩＶに感染していることを店長に報告し、就労可能であることも伝

えている。９月２４日、Ｉ氏は店長に「技術的に劣っている理由を具体的に説明して」

ほしいと求めたが、説明しなかった。店長は、Ｉ氏に対して「病気のことを考えると、

接客業は危険である」とか「他の従業員が怖がっている」など、ＨＩＶのことばかりし

か述べていない。 

さらに付け加えるならば、組合は現在までゲオＨＤの団体交渉拒否事件で不当労働行

為として争ってきた。前項『３－２本件不当労働行為に至る経緯の３）』で述べたとお

り、大阪府労働委員会で組合の勝利命令、不服申し立てをしたゲオＨＤに対して中央労

働委員会、東京地方裁判所、東京高等裁判所で、いずれも棄却となった。現在、ゲオＨ

Ｄが上告中であるが、棄却がほぼ確実であるため、Ｉ氏との雇用契約の決定権限のある

店長に、組合員であるＩ氏との雇用契約内容に関与、介入していることは容易に推認で

きる行為である。 

以上 



 

 

 

 

 

 12 月 2 日と 3 日の二日間、「ブラック企業、長時間労働、未払い残業代 ホットライン

を開設しました。当日は、NHK と読売テレビも取材に入ってニュースで報道された他、

また、朝日新聞等にもお知らせ記事を掲載していただきました。また、組合員の方にも、

相談員等としてお手伝いいただきました。その結果、全部で 27 件の相談が寄せられ、その

内数名の方が組合事務所に相談に来られ、組合に加入された方もいます。どうもありがと

うございました。以下、相談結果を報告させていただきます。 

男性・正社員 機械の製造・販売の会社。会社の車で軽い物損事故を起こしたことがき

っかけで、社長からパワハラを受けている。些細な理由で 1 ヵ月に 15 回

も始末書の提出を命じられた。何回も書き直しさせられるので毎日の 2

～3 本の始末書を提出しなければならない状態。また、夜 12 時頃まで社

長に怒鳴られ、帰りの電車が無くなったとの理由で社長のタクシー代も

出すように言われた。カスとか、寄生虫等と言われている。また、退職

も迫られている。 

女性・パート 今年 5 月からパートで経理事務をしている。経理事務は自分一人で、他

の人は電話の受信業務をしている。電話の受信業務をしている内の一人

が、雇われてから 1 ヵ月半ぐらいで、母の看病のために休職した。12 月

末に復職予定だが、どうなるか分からない。社長は、新しく人を入れる

のではなく、自分に電話受信業務をやってほしいと言っている。自分と

しては、経理業務で採用されたので、電話受信業務はやりたくない。 

妻 か ら 夫 に

つ い て の 相

談・正社員 

運送業。会社は、厚生年金・健康保険を支払うのに、所得を低く申告し

ている。実際の給料は 32 万 3 千円だが、15 万円にされている。従業員

数は 30 名程だが、全員そのようにされているようだ。有給もないと説明

されていて、体調不良で休むと欠勤扱いになり、給料を下げられる。元々

休日が少ない上、長時間労働で、休憩時間もなく、働きづめで働いてい

るため、夫はクタクタになっている。 

男性・派遣 ある百貨店で、派遣社員として、3 か月更新の契約で 3 年間働いたが、3

年経った段階でその百貨店で直接雇用された。そして、その百貨店のパ

ート社員として 3 か月働いた後に、また元通り派遣社員にされ、その百

貨店で働いている。再度派遣社員になってからは、契約の更新もしてい

ない。自分が今どういう状態なのか分からず、いつ切られるかもしれな

いので、不安だ。 

男性・正社員 配送業。長時間の残業を命じられるが、残業時間が 35 時間を超えないと

残業代が支払われない。 

女性・アルバ

イト 

倉庫でワインのラッピングの仕事をしていて、11 月 11 日に辞めた。10

月末までの給料は支払われたが、11 月分の給料が支払われない。会社に

ブラック企業、長時間労働、未払い残業代 ホットライン 

相談結果報告 



 

電話すると、前の会社の源泉徴収票を送ってくれたら支払うとのこと。

その後も支払ってくれないので困っている。 

男性・正社員 清掃業。勤続 25 年ほどになるが、この 10 年間全く昇給がない。消費税

も上がり、社会保険料や介護保険料も上がっているので、生活していけ

ない。昇給してほしい。 

高 校 生 の 深

夜 労 働 に つ

いての相談 

先週やよい軒の今津店で高校生が夜 10 時以降働いていた。11 時頃に食事

に行ったところ、たまたまいた。会話で高校生だと分かった。常態的な

ものか分からないが、深夜に未成年を働かせるのは違法ではないのか。 

男性・正社員 毎日 8 時半から 22 時くらいまで働いているが、残業代が 20 時間分しか

支払われない。 

男性・不明 経理事務所で勤務している。採用された時に内の会社では残業代は出さ

ないと言われた。8 時半から 20 時半くらいまで働いているが、これまで

一度も残業代は貰っていない。また、今年 2 月からタイムカードが無く

なった。 

男性・不明 ハローワークの求人で就職した。残業が結構あるが、残業代は一切支払

われない。休日も月に 1 日あるかないかだが、休日手当も出ない。 

男性・派遣 1 年契約で 3 年間働いてきたが、今年 3 月に契約を切られた。納得できな

い。 

男性・正社員 自分の部署には 2 人しかいないので、有給が取れない。一人が休んだら

仕事が回らないことが分かっているので、これまで有給を申請したこと

もない。買い取ってもらうことはできないのか？ 

男性・正社員 ある病院で事務部長をしていた。この病院では医師の数を誤魔化したり

していて、診療報酬の不正請求をやっていた。院長やその取り巻きから

のパワハラが激しく、メンタル不調で今年 6 月～7 月にかけて休職した。

その後、降格されて平社員にされた上、仕事もほとんど取り上げられた。

パソコンも 1 日 30 分しか使っては駄目だと言われた。毎日、壁に向かっ

て座っているだけの状態に置かれたが、家族ために我慢していた。する

と、9 月に即日解雇された。 

女性・パート クリーニング店で受け付けをしている。店は 9 時から 19 時でやっていて、

9 時から 14 時の勤務と、14 時から 19 時の勤務がある。14 時から 19 時

の勤務の時は、店を閉めたらすぐに帰れるわけではなく、事務作業など

やっていると 20 時頃までかかる。残業代が一切支払われない。 

男性・正社員 ケアマネージャーをやっている。10 月 21 日～11 月 20 日の給料が 11 月

末に入るはずだが、入っていない。 

男性・アルバ

イト 

ビルの管理人をしていたが、9 月末に退職した。ずっと給料の遅配が続い

ていて、退職時点では 2 か月分（24 万）くらいの給料が未払いになって

いる。会社に電話すると払うというが、実際には払ってくれない。 

知 人 に つ い

ての相談 

知人が「メガネの愛眼」で働いている。開店時間である 9 時～21 時まで

は当たり前で、毎月 100 時間くらい残業がある。身体を壊す人間も多い。



 

友人もボロボロになっていて、見ていられない。 

男性・正社員 今は月給 65 万円程度だが、定年後再雇用になると 18 万円程度になる。

仕事は変わらないので、納得できない。 

男性・正社員 40 名程度の中小企業に勤めている。有給休暇の申請は 30 日前までとされ

ている。実際にはほとんど有給休暇が取れない。 

男性・（委託） トラックの運転手をしている。会社とは委託契約という形になっていて、

社会保険にも加入していない。毎日会社に出勤し、会社の掃除までやら

されて、配送先も全部指示されている。トラックは持ち込みではなく、

会社のトラック。社会保険に入りたい。 

女性・正社員 警備会社の事務をやっている。勤続 13 年目。「有給休暇」というのが禁

句のようになっていて、申請したら苛められる。有給休暇を取れない。 

男性・正社員 マットのクリーニング等をやっている会社。10 年前にハローワークの求

人に応募して働き始めた。求人票には退職金ありと書いていた。しかし、

入社後、噂で退職金はもらえないと聞いた。来年 10 月に退職予定だが、

退職金をもらいたい。 

娘 の 夫 に つ

い て の 相

談・正社員 

娘の夫が毎日夜の 10 時～11 時まで働かされていた。休日もほとんど取れ

ないようで、10 月は全く休みがなかった。10 月 24 日に、娘の夫が行方

不明になった。捜索願を出したところ、翌日道に座り込んでいるところ

を発見された。病院でうつ病との診断が出た。対人恐怖症にもなってい

るようで家で引きこもっている。会社から呼び出されたので、自分（娘

の父親）が行ったところ、突然会社に来なくなって会社が損害を被った

として 300 万円の請求書を渡された。会社には退職届を出させた。 

妻 か ら 夫 に

つ い て の 相

談・正社員 

夫は勤続 11 年になる。食品卸業。配達が主な仕事だが、営業もしている。

朝 5 時半～6 時半に出社して、夜 9 時半～10 時半くらいに退社している。

1 ヵ月 150 時間以上残業している。しかし、みなし残業ということで、

40 時間分しか残業代が出ない。タイムカードはあるが、残業時間を 40

時間以内にするように打刻させられる。働きすぎが心配だが、本人は会

社と争いたくないと言っている。 

男性・派遣 2 年間病院で警備の仕事をしていたが、清掃に変わってくれと言われた。

半年契約で来年 3 月までの契約を結んだ。ところが、派遣先の病院が来

年 1 月で契約を解除すると言っている。理由は分からない。普通の清掃

と言われたが、医療廃棄物も扱っている。体調が悪いが原因が分からな

い。医療廃棄物の影響かもしれない。 

男性・派遣 派遣社員として働いてきたが、12 月末で契約を終了し、更新しないと言

われた。理由は欠勤が多いということである。母親が病気なので、病院

に連れて行くために数回休んだことがある。ただ、理由はちゃんと説明

しており、無断欠勤はしていない。抗議したところ、1 月末まで契約を継

続すると言われたが、2 月以降は 12 月の様子を見てと言われている。派

遣社員は母親の看護もできないのかと思うと、納得できない。 



 

～「介護の切り捨てアカン！本気の大集会」参加報告～ 

      （Ｋ．Ｎ） 

 

「介護の切り捨てアカン！本気の大集会」が１１月２５日

にエル大阪南館大ホールにて開催され、参加しました。この

主催者は「介護・福祉総がかり行動（準）」で、呼びかけをし

ているのは、みなと合同ケアセンターや労組で構成される「安

心できる介護を！懇談会」や「大阪社会保障推進協議会」な

どです。２０１４年の介護保険制度の改定により、２０１７

年４月からは、すべての地方自治体で、要支援など要介護度

の低い人のサービスは全国一律の介護保険サービスから地方

自治体による新「介護予防・日常生活支援の新総合事業」に移されます。介護保険制度が

大きな曲がり角を迎えているなか、大阪市が出した新総合事業案の内容は、今後、要支援

１、２と判定された高齢者のサービスは介護保険から現行相当サービスを大半の人が受け

られない内容になっています。これらの動きをうけて、この集会は今後の介護制度のあり

方について考える介護労働者、労組、市民団体、介護事業者、研究者、市民、利用者、家

族ら多方面の人が集まる会議になりました。会場は、席も足らないほど来場者で満杯にな

っていて、２５０人以上の人が集まる大集会でした。大幅に介護制度が変えられようとい

うなか、それぞれの人の関心の高さが感じられました。 

集会では、要支援切り捨ての大阪市総合事業案は撤回を！！という日下部雅喜さん（大

阪社会保障推進協議会介護保険対策委員長）が、訪問サービスを無資格者のわずか１２時

間の研修をしただけの従事者に担わせるという基準緩和型のサービスの無謀さや無資格に

したところで低賃金ゆえの人材確保困難の解消にはつながらないことについてを語られま

した。また、特別講演では、認知症と家族の会の副代表理事田部井康夫さんが招かれ、「過

酷な処遇と人手不足の悪循環は止まらず介護職は『つぶれるか』辞めるかしかない現実。

もう黙ってはいられない！利用者も家族も介護関係者も、総がかりでこの動きを止め、安

心できる介護を実現していきしょう」と呼びかけました。そのあと、介護現場からの声、

がリレートークで語られました。訪問介護ヘルパー、障害福祉サービスヘルパー、特別養

護老人ホームの介護職、ケアマネージャー、小規模デイサービス事業者、介護保険料に怒

る高齢者の人から現場の立場からの実情が語られました。２０１４年の法改定は、介護の

社会化を目指した介護保険制度が後退していく起点となりかねない内容を孕んでいること

に、高齢者とその家族、介護事業者、介護労働者の三者が気づきその利害の関係を超え、

政府や自治体のやりかたに共に立ち上がらなければならないという気運を生じさせていま

す。集会の最後にはこの三者が集まった集会決議（共同声明）をもとに大阪市に申し入れ

などの行動をしていくということで、共同アッピールの採択があり賛同されました。また

「高齢社会のための共同」（仮称）の組織の結成を、年末、年始の継続した活動と来年７月

に新事業及び介護保険に対する市民・高齢者、事業者からの苦情相談を受け付ける「ホッ

トライン」（電話相談）の開設準備などを積み上げながら、時間をとって共同で検討してい

くことになるそうです。 



 

連載 管理職ユニオン・関西の２０年（８） 
                             書記長  仲村 実 

 

スーパー田中屋争議への抗議ビラ、名誉毀損で訴えられ、 

20 万円取られた「損害賠償請求事件」 

 

２０００年２月１５日、スーパー田中屋のある阪神御影駅前付近で抗議のビラまき情宣

行動を行った。３名の組合員に対する嫌がらせ、残業の未払い、賞与の大幅減額などが続

いていた。問題となったビラは、組合員のビラ作成過程で担当責任者の私がチェックをし

ていなかった。とはいっても組合が２０万円を支払えとの判決を受けたことから見れば、

担当専従の私に責任の一端はあった。 

教訓を取り上げ組合員の皆さん方に団体行動権行使の一つ＝「ビラ」まき行動の文章作

りでの注意事項を示しておきます。当然、抗議のビラも自ら作成してもらわなければなら

ないからです。大胆に、派手に、効果的なビラを作ることに遠慮はする必要はありません

が、組合に被害がおよばないような文章表現をマスターしうまくやってもらいたいのです。 

 

田中屋が起こした「損害賠償請求事件」とは 

 

 Ｍさんに対する嫌がらせ行為、未払い賃金、ボーナスの大幅減額へのビラまき抗議行動

をおこなった。その抗議ビラを不特定多数の人に配布されたことによって、田中屋が「名

誉毀損及び損害」を受けたというものである。 

訴状をそのまま記載すると「本件ビラは、狙い打ち、減給、降格、差別、監視、無理な

業務命令、無能、万引、脅かし、労働条件はムチャクチャ等、事実を適示し、かつ名誉を

毀損する言辞を用いて、あたかも原告（田中屋）が鮮魚部の従業員を差別して監視等をし

たり、給与を不当に支払わず、田中屋の身内が万引をしている等の真実に反する記載をし

ている。原告は、被告が本件ビラを配布したことにより著しく名誉を傷つけられ、少なく

とも２０万円を下らない損害を被った」というものである。 

これまでの組合活動で、名誉棄損裁判の結果で賠償金をとられたのは、これ１回だけで

す。 

 

何が問題になったか 

 

 『万引き』という記載表現が、「名誉毀損」にあたるかどうかが最大の争点となった。経

営者の身内が「商品を私的に処分」したり、「店内で公然と飲食」した事実があっても『万

引き』という概念とは異なるというのが、結論であった。 

判決理由では以下のようになっている。「商法上の問題はあるかもしれないが『万引き』

という概念とは異なるものである」、「店の客から見れば万引きと見えるというのであるが、



 

Ｍ自身は、経営者の息子であることを知っているのであるから、本件ビラの記載は事実を

歪曲して記載している」、「被告（管理職ﾕﾆｵﾝ･関西）は、客に誤解されるようなことは避け

るべきであるのにそのような基本的なことは行なわず、他方で、経営上の責任を労働者に

転嫁して過酷な労務管理をしていることを糾弾する目的であるというが、経営者の身内が

『万引き』しているという表現が労務管理を糾弾するために必要な表現であるとはいえな

い」という。そして結論は、『万引き』という記載は「正当な組合活動の範囲に含まれず、

違法なもの」としている。つまり、犯罪行為としては構成されないのに「万引き」という

表現を使ったといいたいのである。 

 

ビラ原稿作成上の注意点について 

 

表現は、それ自体から明らかに「犯罪行為」を行なっていると思わせるものはダメとい

うのである。『万引き』という記載に変わる表現を考えればよいということになります。例

えば「スーパー内において、経営者の息子さんは陳列棚から商品を自由にとり飲食してい

ます。お客さんから見れば問題のある行為を続けています。こうした息子さんの行為を田

中屋の経営者は止めさせようとしません」という具合です。 

表現の仕方は、いろいろありますので工夫をしてください。注意をしながら、抗議ビラ

を大胆に作ってください。 

スーパー田中屋前での抗議行動 

 

 

 

今は亡き、元書記長の大濱さんのＭＵニュースでの初原稿です 

ユニオンにお手伝い専門が、一人増えました  大濱和明 

＜はじめに＞ 

始めまして大濱和明と申します。（2000 年）5 月 8 日より管理職ユニオン・関西の専従？ 

として東天満の事務所に勤務させていただいています。ユニオンでは役職「肩書きは好き

なようにつけて名刺を勝手に作りなさい」と書記長より指示していただきましたので、大

会での正式決定ではありませんが、書記次長の肩書きを使用させていただくことになりま

した。 



 

何とぞ宜しくお願いしたいと思います。事務所に

お立ちよりの際は、気軽に声をかけていただければ

ありがたいと思います。 

生まれは？ 

広島県倉橋島という風光明媚な島の南端で育ちま

した。音戸の瀬戸を挟んで橋で本土とは繋がってい

ます。私は、日本一牡蠣のおいしい産地だと考えて

いますので、２月の牡蠣のおいしい季節を乞うご期

待！ 

＜さて労働組合の経験は？＞ 

華々しい経験はありません。書記長のように輝かしい労働組合の経歴を披露できる話は、

1 件も有していませんが、昔少しだけ、100 名余りの製造業で労働組合の役員（書記長・委

員長）を経験しています。その当時、仲村書記長が柳本製作所で争議をしており、行き来

をしていたのは懐かしい思い出です。 

その後、ここ約 10 年間ほど製造業（京都・広島）の管理職として過ごしてきました。製

造業での生産管理の専門家です。 

＜なぜ管理職ユニオンなのか？＞ 

したがって管理職ユニオンの仕事が出来る理由はただ管理職と労働組合の役員の経歴が

あるということだけで、それ以外は何もありません。が、何を考えて労働組合の活動をし

たいのか？簡単には説明できないので（本人も良く分からない）折に触れて労働組合の社

会的な役割・目指す姿等について皆さんと共に議論を重ねて実践していきたいと考えてい

ます。 

＜田舎者？＞ 

生まれは広島ですが、京都で 27 年間、そして広島で 3 年間暮らしてきましたが、大阪の

地下鉄での移動はともすれば迷子になるのでは？という心配が十分にあります。京都は大

体隅から隅までわかりますが、大都会での地理感覚は相当ずれがあると思います。 

＜ユニオンの感想＞ 

1 週間事務所で電話の応対（相談）来訪者の応対での印象は、本当にユニオンが必要とさ

れていることをひしひしと感じています。「辞めろといわれたのですが、本当に辞めなけれ

ばならないのですか？」という質問が１番多かったパターンです。「あなたはどう考えます

か？」質問を投げ返して相談が始まります。ユニオンでのマニュアルさえ知っていれば、

どんな状況でも有利に進められることばかり、でも世間一般では全く知られていない。安

易な首切りが世間一般を闊歩している事実に、今日の時代世相を改めて思い知らされてい

ます。 

＜労働法、社会・労働保険の有利な活用を！＞ 

辞めなければならない場合でも、少しの法律制度の知識が正確にあれば、後の生活に極

めて有利なことが山ほど沢山あります。 

 ましてや闘いの最中などいうまでもありません。雇用主や労働基準監督署・ハローワー

ク・社会保険事務所など公の機関窓口での交渉は労働組合が交渉することが出来ますが、

正確な法律知識があれば更に力が発揮できることになります。「社会保険労務士」の資格を



 

有していますので、労働組合の武器として活用しいきたいと考えます。 

一人が万人の為に、万人が一人の為に！ 

こんな言葉をどこかでお聞きになったことがありますか？労働組合の本来の役割を表現

する言葉だと確信しています。古臭いのかもしれませんが、この言葉は生きているという

信念の基に、皆さんと共に働く者の駆け込み寺での活動の手助けになれば至福の至りです。  

（ＭＵニュース 38 号 2000 年 5 月 15 日発行から転載） 

 

訃報 

元書記長 大濱和明さんが亡くなられました。 

大濱和明さんが２０１５年４月２６日に亡くなられ、５月４日、家族だけで葬儀をされ、

納骨も済ませられました。６４才でした。 

私、仲村は５月３日に連絡を受け、５日に大濱宅を訪問し御家族とお会いし報告を受け

て、今後のことについて話しました。 

大濱さんとは、京都での長年の活動家同志の付き合いでした。私の１９８６年～９４年

の労働争議（柳本製作所懲戒解雇撤回闘争）時に、大濱さんはバッテリー製造の中小企業

の組合役員の時代に支援をしてくれました。 

京都から広島に一度帰っていた時に、私が管理職ユニオンの関西を立ち上げて以降、広

島の組合員の団体交渉につき合ってもらったことがあります。その後、「管理職ユニオン･

関西の専従活動をやってくれないか」と誘い、２０００年の５月からボランティアで手伝

い、１１月の定期大会で書記次長に選ばれてから専従活動を続けてくれました。２０１１

年１１月の大会前の８月末まで活動を続け、９月から病気入院をした後、残念ながら組合

事務所に顔を見せることなく数年がたち、亡くなられました。いろいろな事があり、様々

な思い出もあります。 

ご冥福をお祈りします。  合掌 

２０１５年５月７日 

書記長 仲村 実 

機関誌「ＦＡＣＥ」vol.10  2015 年 6 月 6 日発行より 

 

 

 

大阪労働者弁護団 25 周年記念集への原稿 

 

怒られるかも知れないが、 

「弁護士も活用するもの」でやっています 

 

労働者弁護団２５周年、おめでとうございます。 

管理職ユニオン・関西の結成から 3 年になります。大阪労働者弁護団とはユニオン結成



 

以来の付き合いで、地位保全の仮処分裁判を中

心に御協力いただいています。 

永嶋弁護士には管理職ユニオン・関西の立ち上

げ準備活動過程で 2 件の裁判を引き受けてもら

い、結成大会も知り合いのよしみで大阪労働者

弁護団からの連帯の挨拶に来てもらいました。

それ後今日まで、金井塚、安、大川、小田、高

瀬、片見、在間、上原、竹下、位田、内海、井

上、重村、中島、横井、丹羽、森、養父、池田

各弁護士に組合員の裁判等を弁護してもらって

います。解雇、配転、降格・減給、倒産、退職

金支払い、退職金差別、人権問題、顧問弁護団

として、控訴審からという様々な労働事件です。

現在 8 件が継続中です。すでに複数回担当して

もらっている弁護士もいます。 

思い出からいくつか拾えば、管理職ユニオン・

関西として最初の裁判は、一審で負けた後組合

に相談に来られた元ＮＴＴの管理職の「懲戒解雇」事件でする。出向先の会社で、テレホ

ンカードの取り扱いをめぐってぬれぎぬ的要素の強いものだが「テレホンカードの保管規

定」違反による事件である。和解にすることも出来ず数千万円の退職金がゼロというひど

い話であった。当事者は、負けても最高裁までということで、最後まで永嶋弁護士に付き

合ってもらいました。 

二件目は、相模ハム（株）の大阪営業所長で 55 歳の役職定年に伴う遠方への配転事件で

ある。基本早め指すための嫌がらせであるが、組合として団交・抗議行動、裁判も取り組

んだ。裁判は負けた。これも永嶋さんで、管理職ユニオン・関西の裁判は、スタートは２

連敗であった。2 件目の、配転問題は、判決での「配転理由」と異なる嫌がらせに対抗し

当事者が組合員として反撃し、大阪に戻るという成果を勝ち取り組合員としてがんばって

います。 

裁判は負けたが、その後地労委で組合として和解の話に持ち込んだ病院の看護婦さんの

解雇事件がある。現事務局長の上原弁護士と在間弁護士に担当してもらった事件である。

当事者と職場での人間関係をめぐって争われ、「危険人物に仕立てる」病院のものすごい数

の陳述書、証人攻勢の前に両弁護士には活躍してもらった「地位保全、賃金の支払い」を

求めた仮処分裁判でした。神戸地裁裁判官の質が悪いのか？敗訴だった。その後地労委で

円満退職の金銭和解となりました。 

管理職ユニオン・関西では、地方労働委員会は弁護士抜き、自力で闘うことにしていま

す。組合での自力決着で、両弁護士には寸志程度のお礼をしたのがありました。 

或いは、仮処分裁判には勝ったが、経営者がすぐに解雇撤回で職場復帰させ、謝罪や解

決金を支払わない事件もありました。高瀬弁護士に成功報酬を支払いたかったが、結果的

には支払っていないというのもありました。 

いろいろの事件を担当してもらって、当たり外れがあり、中には効率の良い仕事をして



 

もらった弁護士の方もいますが、ここでは伏せておきます。 

 管理職ユニオン・関西では、結成後 2 回「リストラ・サバイバル講座」をマスコミやび

らまきで宣伝し開催してきました。 

1998 年 3 月 4 日初めて弁護団と共催で行い、三つの講演の一つとして永嶋弁護士に「会

社のできること、できないこと」の講演をしてもらった。昨年 9 月 24 日の第 2 回目も労働

者弁護団と共催で行い、大川弁護士に「リストラから身を守る法律知識」のテーマで話し

てもらいました。失礼ながら、予想に反して二人ともなかなか話はうまかった。今年も 3

月と 9 月に「リストラ・サバイバル講座」を行う予定です。 

その他では、和歌山の住友金属での退職金差別事件を井上二郎、中島弁護士に担当して

もらい現在進行中である。和歌山の当事者達の会合に出掛けた帰り、送ってもらった和泉

砂川駅で「一台だけ列車を遅らして一杯」ということになった。結果的にはずいぶん遅ら

す事になった。弁護士も酒は好きな人が多いのだろうと思いつつ、一気に親しくなりまし

た。また我々のイベントで、打ち合わせの後で一杯した方々もいます。 

最後に永嶋弁護士とは、私の解雇事件、京都の柳本製作所に於ける 8 名の「懲戒解雇」

事件の大阪高裁控訴審を引き受けてもらってからのつき合いです。 

裁判は負け通しでしたが、8 年間の闘いで終結しました。その闘争記念パンフ「笑顔をわ

すれず」(1994 年発行)の中で永嶋弁護士はなかなか鋭い一文を寄せてくれました。紹介し

て結びにします。 

「……、組合は、広大な工場敷地のどまん中で組合事務所の占拠をし続け、工場の外で

も松ヶ崎（社長の自宅のある地域）から祇園（社長の愛人が経営するバーのある地域）、グ

ランドホテル（社長が加盟するロータリークラブの定例会の行われるホテル）まで、全京

都の地で闘争を展開しながら、八年近くもの間一度として刑事弾圧を受けなかった。会社

と京都府警は一挙的な弾圧を隙あらばと狙っていたに違いない。そうなっていたら打撃と

負担は大変だったろう。他労組の争議と弾圧に学びながら、組合は、弾圧（民事仮処分を

利用した争議弾圧）を恐れることなく、しかも警戒を怠らなかった。 

この二つは、“法律に依存はしないが、無視もしない”という組合の考え方をよく表して

いる。法律（憲法も）や裁判に対して、労働運動がとるべき原則的態度がここにある。 

しかし、解雇撤回を求めた闘いで、最終的には原職復帰はかなわなかった。また解雇理

由にされた行為など、高裁で証言されたかっての地域の闘いから見れば、ごく日常的な闘

いのスタイルに過ぎない。こんなことで解雇なんてとんでもない、という時代があったの

だ。それもそんな遠くない頃だ。大きな全体の中で柳本の争議がどんな意味を持つことが

出来るのか。それはこの争議から、どの様な教訓を、いかに多くの人々が負の側面も含め

て、汲み取ることが出来るかにかかっている。」 

管理職ユニオン・関西は、中高年齢・管理職労働者にとどまらず、若者の組織化にも着

手しています。これからも労働者弁護団の皆さん御協力をよろしくお願いします。 

 

管理職ユニオン・関西   書記長 仲村 実 

 

（大阪労働者弁護団 25 周年記念集 労働者とともに 2000 年 10 月発行より） 

 



 

Mr.K のあれこれエッセイ第１５回 新年に向けて 

 

新年あけましておめでとうございます。昨年は英国のブレグジットから始まり、フィリ

ピンのドゥテルテ大統領の登場、米国のトランプ大統領当選まで

ポピュリズム全盛時代の幕開けとなりました。グローバリズムの

否定と排外主義が大まかな潮流となりました。この流れを労働者、

投資家、事業主、消費者といったトータルな生活人として考えた

とき、必ずしも悪いことばかりではないと考えています。米国の

財政出動で資源国を悩ませていた原油をはじめとする商品市況の

下落状況は多少改善するでしょう。それに人や物、サービス、お

金のグローバルな活動はトランプでも止められないし、個々人の

自由度は地味に上昇すると考えています。 

 近代以降において主要国でのポピュリズムや独裁主義、排外主義が永く続いた歴史はあ

りません。ドイツのファシズムやソ連をはじめとする共産主義、日本の帝国主義といった、

人間の思想信条、居住や移動、職業選択の自由を奪う体制は永く続きませんでした。トラ

ンプにしても、メキシコとの国境に壁を作ったりしたらそれこそ「現代の万里の長城（無

用の長物）」と笑い種となるでしょう。排外主義に関して言えば、私たちの周囲で中国、ア

メリカ、韓国、ロシア、フィリピンといった隣国のことを悪く言う人が勢いづくことがあ

るかもしれません。でもそういった人たちは自由な国際交流によって幸福を享受できる人

たちを妬んでいるのであって、取るに足りません。排外的な人たちの狭い人間関係、凝り

固まった考え方、不健康な生活習慣からはなるべく距離をおいて、富や健康、子宝、お洒

落な生活を手に入れましょう。 

 現在、トランプラリーとも言える状態であって、円安、株高で経済が盛り上がっている

ように見えますが、ドル高はやがてアメリカの輸出力を奪い、リスクオフの円高が来るか

もしれません。企業も個人も為替動向に一喜一憂せずに安定したパフォーマンスを上げら

れる事業展開と資産運用を心がけるべきです。日銀の異次元緩和をもって、どこまで財政

問題を先送りできるかがアベノミクスにおける問題になってくると思います。詳細には言

及しませんが、金利が大幅上昇する場面では財政問題が顕在化するでしょう。 

 激しく世界が動く中にあって、組合員の方々の高齢化が進んでいます。労組の組合員で

すから関心の中心が雇用や労働条件、年金、お金のやりくりなどになるのは当然ですが、

加齢とともに健康問題が浮上してきます。勤めている会社に健康保険組合がない方も最近

では増えてきていると思います。労働組合としては健保組合がない会社にお勤めの組合員

に健康管理の重要性を啓蒙していく責任があります。管理職ユニオンのようにいろんな産

業や業種から組合に加入して来られる労組ではなおさら健康管理に対する取り組みは重要

です。 

かつて大企業なら必ず実施してきた新入社員研修などを受けることなく社会人となられ

た方々も多くなってきているようです。名刺の渡し方から始まって、報連相（報告 連絡 

相談）、服装や身だしなみのマナー、気配りなど社会人として当然身につけておくべきこと

を備える機会を持てなかったのかもしれません。失業した後に再就職しようと思えばかな



 

らず問われる資質です。こういった教育に関することも労働組合で取り組む時期がきてい

るのかもしれません。定年後の長い長い第二の人生に向けてのフレッシュマン教育ですね。 

 独身で一人暮らしを経験することなく老後を迎えるとなれば、至れり尽くせり世話をし

てくれた親御さん（多くはお母さん）の亡きあと、身の周りの家事などをどうするかが生

活の質を保つポイントになります。お掃除、お洗濯、お料理のほか、自治会等近所づきあ

いも大変です。家事全般について悩みを相談しあえるような環境整備も独身者の構成員が

多い労働組合としての取り組むべき課題です。 

 ５０代ともなれば、子供さんの就職難や結婚難、お孫さんの顔が早く見たいと思っても

なかなか叶わない悩みもあるでしょうし、容姿の衰えも気になるところです。特に男性は

美容に関する事柄を相談できる相手が少ないことがあります 普段はお金の話ばかりして

る私ですが、実はいろんなことを考えているんですよ（笑）今年も一年よろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１１日、久しぶりに遊歩会に参加させていただきました。今回は私の仕事先の神

戸市北区鈴蘭台が集合場所だったため、是非参加させていただきたいと思っていました。 

当日午前１０時、神戸電鉄の鈴蘭台駅に集合。遊歩会のリーダーＯ氏らと合流しました。

同じくＫＵ組合員のＹさんも今回は一緒に参加してくれました。合計８名で鈴蘭台駅を出

発。天気は良かったものの、冬らしい寒い日でしたが、さっそくメインの菊水山の登山口

へ。日曜日ということで結構登山している人も多いし、すれ違いに「こんにちは」と挨拶

するのは本当に気持ちの良いことです。登り始めて３０

分くらいで少し休みをとり、菊水山の山頂が見えてくる

と、もう少しだと頑張れました。私は郵便配達の仕事を

しているので階段の上り下りには慣れているとは言え、

やはり使う筋肉が違うので足が張ってきました。午前１

１時半頃に山頂に到着。山頂からは三宮の街並みやポー

トアイランド、神戸空港まで綺麗に見え、遠くは和歌山

の方まで見えました。参加者みんなで記念写真を撮った

後、下山。帰りは躓いてこけると危ないので、自動車道を下りました。立案者であるＴさ

んの計画はベストで、本当に助かりました。 

その後登山口まで戻り、神戸電鉄の線路沿いを歩き、１０年ほど前にできた石井ダムへ。

石井ダムに向かう道は、私がいつも利用している神戸電鉄の線路に沿うように続いていま

す。線路を見ると表面が波打っているのがはっきり見え、電車がいかに急坂の厳しい区間

メタボ解消！ 遊歩会ハイキング 

神戸 菊水山・水と緑の回遊路を歩く 
ＫＵ組合員 Ａ 



 

を走っているのかを改めて感じました。石井ダム

が満水の時にはダム湖に沈むという道を通り、ダ

ムの上で昼食休憩。その後、ダムの急な階段を降

り、廃止になった菊水山駅の横を通って鳥原貯水

池へ。まだ、紅葉も残っていて、自分の生活圏で

これだけ静かで環境の良いところがあるのだとい

うことを改めて気づかされた次第です。本当に今

回は参加できてよかったと思いました。 

 鳥原貯水池から南下して新開地へ。神戸の特徴で、山の中からいきなり市街地に入りま

す。さらに湊川を南下し、東山商店街へ。私はいつも電車の広告で気になっていた店でメ

ロンパンを買いました。出来立てでとても美味しかったです。その後は、新開地まで歩い

て、王将で再度食事と休憩。一応新開地で解散予定だったのですが、この日はちょうどル

ミナリエの最終日。皆で元町まで歩き、ルミナリエ見物へとくりだしました。 

 今回はトータルすると２０キロほども歩いたかと思います。翌日の仕事はきつかったで

すが、これからできるだけ参加していきたいと思います。 

 

 リーダーＯ氏のコメント 

申し添えておきますが、寄稿してくれたＡ氏は高所恐怖症のため、ダム堰堤から下を

見ることが出来ず、這って堰堤上を移動していたのが印象的でした。（※他人を貶める

ことで不動の地位を築いてきたＯ氏らしいコメントです。） 


